
（別紙３）

～ 7年　7月　31日

（対象者数） 18 （回答者数）
10

～ 7年　7月　31日

（対象者数） 6 （回答者数）
6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・利用者一人一人に寄り添い、必要時は個別のマンツーマン

療育を行います

・送迎時など保護者様から利用者の様子を教えていただき、

状況に於いて必要な支援を行います

2

・現場でも声掛けを行い、利用者が安全に過ごせるよう、職

員一同意識を高めます

・支援者も、質の高い支援ができるよう、常に向上心を持

ち、様々なアイディアが出せるよう学びを深めていく

3

・事前に、どんな活動をしてみたいか、どういう所に言って

見たいかなどアンケートをとり、出来るだけ利用者の要望も

取り入れながらイベント、活動を行う

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
・地域の関係者との繋がりを大切にし、情報共有を行いなが

らイベント開催を行う

2
・子供の行動理解を深める事で、子どもに対しての接し方を

改めて学べる場として保護者会の開催を考えます

3

○事業所名 放課後等デイサービスきずな

○保護者評価実施期間
7年　6月　25日

○保護者評価有効回答数

7年　6月　25日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
7年　8月　1日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・地域の収穫祭など参加した事はあるが、継続して行えては

ない

・年間を通してのイベントの把握はしていない

・関わる地域の関係者、関係機関との連携が薄かった

・家族支援としてのペアレントトレーニングなどは行なえて

はない

・保護者会や、兄弟向けのイベントは開催していない

・家族支援としてレスパイトケア（休息、息抜き）は行なっ

ているが、ペアレントトレーニング（障がいの知識を深める

為の実践的なのプログラム）は作成していない

・保護者会の必要性は理解していたが、開催まで至らなかっ

た

・支援プログラムに基づき、利用者の特性に応じた支援と、

保護者様からの要望も含め、その日その時の体調やメンタル

の変化（違い）に合わせた療育を行っている

・利用者の成長過程を定期的に振り返り、課題に対しての支

援方法を考えます

・利用者と保護者様のニーズや課題を分析しながら、個別支

援計画を作成し、将来的な移行も見据えた支援を行っている

・職員間の連携がしっかりとれている。風通しが良い。

常に前向きに物事を捉え、職員一丸となり課題に取り組んで

いる

・保護者様からの連絡は、その日の職員全員に周知し記録に

残します

・利用者のメンタルを把握し、次の行動を予測しながら声掛

け、促しを行い精神面での安定を図る

・季節ごとのイベントや、公共施設,様々なアミューズメント

施設にて活動を行っている

・利用者のニーズに合わせた活動を考え、友達との関係性の

強化と協調性を養えるよう支援している

事業所における自己評価総括表公表


